
歴史からまちを読み解きミライへつなぐ

内子町歴史的風致維持向上計画

令和元年 6 月 12 日　内子町

版画　山田きよ氏



ごあいさつ

　内子町における歴史的な資源や環境を活かしたまちづくりは、昭和 57 年 (1982)
に八日市護国地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定されたことが大きな契機と
なりました。以来、内子町のまちづくりの柱として、歴史的な建造物や伝統・文化
をいかに活かし、どのように未来につないでいくか、模索を繰り返しながらさまざ
まな施策に取り組んでまいりました。これも八日市護国地区の皆さまの真摯な取り
組みをはじめ町民の皆さまのご理解 ･ご協力、また長く内子町に関わってくださっ
ている大学・専門機関の方々、地区内外の内子町の応援団の方々のご支援のおかげ
でございます。
　一方で本町におきましても人口減少は大きな課題であり、どのようにしてこの歴
史的価値を維持・発展させていくのか、まさに内子町の歴史的風致の維持向上、特
に向上を考えなければならないときにきています。
　本町は町並み保存がご縁で姉妹都市となったドイツ・ローテンブルク市と 30 年
間に渡る交流がございます。現在のローテンブルク市においては、中心部の保存地
区は変わらず美しく、観光客で賑わっていますが、注目すべきは城壁の外側の地区
の発展です。世界でも有数の企業が支店・営業所を置き、郊外には近代的な工場が
誘致されています。市長によると、必ずしも歴史的な町並みの保存だけで、市民の
皆さんを経済的に潤すということは容易ではないが、このように歴史・伝統・文化
を大事にしながら、まちをつくっていくことが、企業誘致においても有益であり、
企業にとってもステータスになっている、とのことでした。
　歴史 ･伝統 ･文化は、私たちの暮らしの中において、人間が生きていく上での環
境としていかに大事かと改めて感じています。本町におきましてもこの歴史的風致
維持向上計画を推進することで、まちづくりの方向がぶれることなく、より高めら
れるよう取り組んでまいります。今後とも多方面からのご支援・ご指導をよろしく
お願い申し上げます。
　最後に、本町の歴史的風致を継承してくださった先人の方々と、本計画の策定に
あたりご尽力いただきました「内子町歴史的風致維持向上計画推進協議会」委員の
皆さま並びに町民の皆さまに心から感謝申し上げます。

令和元年 6月　内子町長　稲本隆壽
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１．計画策定の背景と目的
　内

うち

子
こ

町
ちょう

は、愛媛県のほぼ中央部に位置し、面
積の約 8 割を山林が占める典型的な中山間地域
である。まちの中央を一級河川・肱

ひじ

川
かわ

の支流
である小

お

田
だ

川
がわ

がほぼ東西に流れ、平成 17 年 1

月 1 日に小田川流域の小
お

田
だ

町
ちょう

、内子町、五
い

十
か

崎
ざき

町
ちょう

が合併し現在の内子町となった。小田川の下
流域、町の南西部にある内山盆地が町内で唯一
のまとまった平地であり、現在の中心市街地と
なっている。
　旧 3 町の歴史的なつながりは深く、江戸期頃
からの小田川の水運を活かした製紙業、製

せい

蠟
ろう

業、
林業等で栄え、現在のまちの形成の一端を担っ
た。明治中期に日本で最大の木

もく

蠟
ろう

生産量を誇っ
た芳我家の住宅「本

ほん

芳
は

我
が

家住宅」「上
かみ

芳
は

我
が

家住
宅」は重要文化財に指定されており、地域の歴
史・文化とともに保存される重要伝統的建造物
群保存地区（以下、「重伝建地区」という。）の
町家と併せて歴史的風致を形成している。また、
小田川をはじめとする豊かな自然の中で、石積
みの段畑や棚田、ため池や堰

せき

などの灌
かん

漑
がい

機能に
よる農業、豊富な森林資源を生かした林業、寺
社信仰や祭礼など、特色ある地域文化が点在し、
その営みが現代まで継承されている。
　現在、内子町は「町並み、村並み、山並み
が美しい持続的に発展するまち」をキャッチフ
レーズに掲げ、高度経済成長期に始まった町並
み保存運動により、歴史的環境を活かしたまち
づくりを進めている。それは後に農山村集落に
おける「村並み保存」として農村景観やその営
みを生かした地域づくりへと広がり、さらには
山林資源を「山並み」と位置づけ地域振興に活
かそうと取り組んでいる。そのような中、少子
高齢化による人口減少、農林業の衰退などの課
題解決は容易ではなく、本町の貴重な地域資源
である歴史的建造物の維持や伝統行事などの後

継は、喫緊の課題となっている。
　「内子町歴史的風致維持向上計画」（以下、「本
計画」という。）は、このような本町を取り巻
く状況に対応するため、「地域における歴史的
風致の維持及び向上に関する法律」（平成 20 年
5 月 23 日法律第 40 号）（以下、「歴史まちづく
り法」という。）に基づき、歴史的な資源を活
かしたまちづくりを、さらに展開させるため策
定された。
　「歴史的風致」とは、地域におけるその固有
の歴史及び伝統を反映した人々の活動と、その
活動が行われる歴史上価値の高い建造物及びそ
の周辺の市街地とが一体となって形成してきた
良好な市街地の環境をいう。つまり歴史的風致
はまちの個性や特徴の表れであり「内子らしさ」
を形作っている。それら過去から積み重ねられ
た歴史の上に新しい観点を含むまちづくりを進
めることで地域の可能性を残し、次世代につな
いでいく。また歴史的風致は各々の時代に生き
る人々によってつくられており、本計画をきっ
かけに、地域住民皆さんのまちの歴史や個性、
その価値や魅力に対する意識の高揚を図る。併
せて職人の技術等の継承や、ひいては商業の活
性化や観光振興、新たなビジネス機会の創出を
図る。一方で、歴史的な営みによる季節感の醸
成や地域コミュニティーの再生・充実等、暮ら
しの満足度や豊かさの向上にもつなげていく。
これらの実現を目指し、本計画を推進していく。

２．計画期間
　本計画の計画期間は、令和元年度 (2019) か
ら令和 10 年度 (2028) の 10 年間とする。
　なお、社会情勢の変化、文化財や歴史的風致
の状況により、必要のある時は計画期間及び内
容を随時適切に見直すこととする。

序章
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３．計画の策定体制
　本計画は、これまでの各種計画及び調査報告
書等の資料をはじめ、内子町の歴史的風致に関
する調査・検討を行い、その報告をもとに内子
町庁内ミーティングにより検討された素案につ
いて、「内子町歴史的風致維持向上計画策定委
員会」において協議を進めた。関連事業につい

ては歴史まちづくり事業庁内検討委員会を立ち
上げ検討し、策定委員会から移行した「内子町
歴史的風致維持向上計画推進協議会」により計
画案の策定と併せて協議した。また各審議会の
助言及びシンポジウムやパブリックコメント等
により住民の意見聴取を経て策定を進めた。

意見

認定申請

関係審議会等

・内子町都市計画審議会
・内子町文化財保護審議会
・内子町伝統的建造物群保
存地区保存審議会

シンポジウム、ヒ
アリング、パブ
リックコメント等

意見

報告

住民

歴まち計画庁内ミーティング
↓

歴史まちづくり事業庁内検討委員会

・教育委員会
・総務課政策調整班
・建設デザイン課
・産業振興課
・小田支所
・町並・地域振興課

事務局

町並・地域振興課
八日市・護国町並保存センター

内子町歴史的風致維持向上計画策定体制

・学識経験者
・関係住民団体代表
・文化財等関係者
・内子町
・愛媛県
・地方整備局　　ほか

内子町歴史的風致維持向上計画
策定委員会

↓
内子町歴史的風致維持向上計画

推進協議会

提案

意見

主務大臣
文部科学省（文化庁）、農林水産省、国土交通省

町長
内子町歴史的風致維持向上計画の策定
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内子町歴史的風致維持向上計画策定委員会（～ H30.8.31）
内子町歴史的風致維持向上計画推進協議会（H30.9.1 ～）名簿

所属 役職等 備考
学
識
経
験
者

國學院大學 教授　　西村　幸夫 ◎会長

岡山理科大学 教授　　江面　嗣人

國學院大學 教授　　米田　誠司

関
係
団
体

内子町文化財保護審議会 会長
○副会長

内子町郷土研究会 会長

内子町景観まちづくり評価員会 会長

内子町観光協会 会長

内子町商工会 会長

内子町商工会女性部 部長

八日市護国地区町並保存会 幹事

内子まちづくり商店街協同組合 理事

内子自治センター管内自治会連絡会 会長

五十崎自治センター管内自治会連絡会 会長

小田自治センター管内自治会連絡会 会長

関
係
行
政

機
関

愛媛県大洲土木事務所 所長

愛媛県教育委員会文化財保護課 主幹

四国地方整備局建政部 都市調整官 ※オブザーバー

□内子町

副町長

教育委員会教育長

教育委員会自治・学習課長

建設デザイン課長

町並・地域振興課長

総務課政策調整班長

□事務局

町並・地域振興課

令和 4年 3月 24 日現在
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歴史まちづくり事業庁内検討委員会委員構成
区分 所属

委員

副町長

教育委員会

自治・学習課
内子自治センター
内子東自治センター
大瀬自治センター
五十崎自治センター
小田自治センター

総務課政策調整班
建設デザイン課
産業振興課
小田支所
町並・地域振興課

事務局 町並・地域振興課

４．計画策定の経緯

年月日 会議等
平成 29 年 2 月 17 日 内子町議会議員全員協議会にて説明
平成 29 年 6 月 12 日 内子町歴史的風致維持向上計画策定委員会組織化
平成 29 年 6 月 21 日 第 1 回歴まち計画庁内ミーティング
平成 29 年 8 月 24 日 第 1 回内子町歴史的風致維持向上計画策定委員会
平成 29 年 8 月 29 日 内子町文化財保護審議会にて説明、意見聴取
平成 29 年 11 月 30 日 内子町伝統的建造物群保存地区保存審議会にて説明・意見聴取
平成 29 年 12 月 1 日 第 2 回歴まち計画庁内ミーティング
平成 29 年 12 月 5 日 第 2 回内子町歴史的風致維持向上計画策定委員会
平成 30 年 1 月 11 日 内子町景観まちづくり評価員会にて説明・意見聴取

平成 30 年 5 月 16 日
第 1 回歴史まちづくり事業庁内検討委員会
（歴まち計画庁内ミーティングより移行）

平成 30 年 5 月 16 日 「内子まち談義」開催（歴まち計画にかかる町民向け意見交換会）

平成 30 年 9 月 10 日
第 3 回内子町歴史的風致維持向上計画策定委員会
（第 1 回内子町歴史的風致維持向上計画推進協議会へ移行）

平成 30 年 10 月 14 日 歴史まちづくりシンポジウム開催
平成 30 年 12 月 21 日 第 2 回内子町歴史的風致維持向上計画推進協議会
平成 31 年 1 月 21 日～

2 月 11 日
意見募集

平成 31 年 1 月 29 日 内子町文化財保護審議会にて説明
平成 31 年 2 月 19 日 第 3 回内子町歴史的風致維持向上計画推進協議会
平成 31 年 3 月 29 日 内子町歴史的風致維持向上計画　認定申請
令和元年 6 月 12 日 内子町歴史的風致維持向上計画　認定


